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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　既存の記録再生装置によって記録もしくは再生動作の開始に先立って読み取られる領域
に、既存の記録再生装置では読み取りエラーとなる形態にて、当該記録媒体を識別するた
めの情報が記録されている記録媒体に、情報を記録または再生する記録再生装置であって
、
　前記識別情報の記録形態に応じて前記識別情報を読み取る第１の読み取り手段と、
　読み取った識別情報によって記録情報を暗号化する暗号化手段と、
　暗号化した前記記録情報を当該記録媒体の記録領域に記録する記録手段と、
　前記記録もしくは再生動作の開始に先立って読み取られる領域に前記識別情報が記録さ
れているか否かを判別する判別手段と、
　当該領域を既存の記録再生装置と同様の方式にて読み取る第２の読み取り手段と、
　前記判別手段によって前記識別情報が記録されていないと判別されると、当該領域を前
記第２の読み取り手段によって読み取るように切り替える切り替え手段と、
を有することを特徴とする記録再生装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記判別手段によって前記識別情報が記録されていないと判別されると、前記暗号化手
段によって暗号化せずに記録媒体に記録情報を記録する、
ことを特徴とする記録再生装置。
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【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記記録情報が記録される領域から記録情報を読み取る第３の読み取り手段と、
　前記第１の読み取り手段によって読み取られた識別情報によって、前記第３の読み取り
手段から読み取られた記録情報の暗号化を解く復号化手段と、
をさらに有することを特徴とする記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録媒体、記録再生装置および再生装置に関し、特に、既存の記録媒体に著作
権保護等のための情報を追加する際に用いて好適なものである。
【０００２】
【従来の技術】
デジタル録音用の記録媒体として、ＭＤ（Mini Disc）が広く用いられている。このＭＤ
は、小型軽量で形態性に優れ、また、データ圧縮技術により音質劣化を抑制しながら長時
間化を実現したことにより、既存のテープ媒体に変わるものとして急速に普及している。
また、オーディオ記録用の他、データ記録用のＭＤデータや、静止画記録用のＭＤピクチ
ャー等の規格も発表されている。
【０００３】
既存のＭＤおよびその記録再生装置の構成は、たとえば以下の非特許文献１に記載されて
いる。以下、既存のＭＤおよびその記録再生装置の構成につき、図９～図１１を参照して
説明する。
【０００４】
図９に既存のＭＤディスクの構成を示す。
【０００５】
ＭＤディスクは、大きく分けて、ＴＯＣ（Table of Contents）領域とレコーダブル領域
にエリア分割されている。このうち、ＴＯＣ領域には、螺旋トラック状にプリピットが形
成されており、このプリピットによって、ディスク記録時間の相違や記録レーザパワー等
の情報が記録されている。また、レコーダブル領域には、螺旋トラック状にガイド溝が形
成されており、このガイド溝上に情報が光磁気記録される。このガイド溝は、径方向に所
定周波数で蛇行（ウォブル）しており、このウォブル周波数によって、トラック上の絶対
番地（アドレス）が記録されている。
【０００６】
さらに、レコーダブル領域の最内周位置は、ＵＴＯＣ（User Table of Contents）領域が
割り当てられており、このＵＴＯＣ領域には、記録した曲の開始アドレスやディスク名、
各曲のタイトル、アーチスト名等の情報が光磁気記録される。そして、レコーダブル領域
のＵＴＯＣに続く領域に、記録情報であるオーディオ情報が記録される。
【０００７】
図１０に、上記ＭＤディスクに情報を記録再生するＭＤ装置の構成図を示す。
【０００８】
図中、ＥＣＣエンコーダ１は、記録データに対し誤り訂正符号を付加する。変調回路２は
、誤り訂正符号を付加された記録データに対しＮＲＺＩプラス等の変調処理を施す。駆動
信号生成回路３は、変調後の記録データを記録信号に変換する。磁気ヘッド駆動回路４は
、駆動信号に応じて磁気ヘッド４を駆動し、ディスク２００に記録信号に応じた磁界を印
加する。レーザ駆動回路６は、記録レーザパワーに応じたパルスビーム、または再生レー
ザパワーに応じた連続ビームを半導体レーザ７１に出射させる。
【０００９】
ピックアップ７は、レーザ駆動回路６からの制御に応じたレーザ光を出射する半導体レー
ザ７１、ディスク２００からの反射光を受光する光検出器７２、レーザ光をディスク上の
トラックに収束させるための対物レンズおよび半導体レーザ７１からのレーザ光を対物レ
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ンズおよび光検出器に導く光学系を備える。
【００１０】
再生信号増幅回路８は、光検出器７２からのセンサ出力を演算処理し、ＲＦ信号、トラッ
キングエラー信号、フォーカスエラー信号等の信号を生成出力する。波形生成回路９は、
再生信号増幅回路８からの再生ＲＦ信号を波形整形し復号回路１０に出力する。復号回路
１０は波形整形されたＲＦ信号に対しビタビ復号、ＮＲＺＩプラス復調等の処理を施して
読み取りデータを生成する。
【００１１】
ＥＣＣデコーダ１１は、復号回路１０からの読み取りデータに対し誤り訂正符号を用いて
誤り訂正処理を施し再生データを生成する。再生回路１２は、ＥＣＣデコーダ１１からの
再生データにＤＡ変換等の処理を施して再生信号を生成し、これをスピーカに供給する。
【００１２】
クロック信号生成回路１３は、再生信号増幅回路８からのＲＦ信号またはトラッキングエ
ラー信号に基づき、記録・再生用のクロックを生成する。アドレス生成回路１４は、再生
信号増幅回路８からのトラッキングエラー信号に基づき、上記ガイド溝のウォブルによっ
て記録されたアドレスを再生する。
【００１３】
サーボ回路１５は、再生信号増幅回路８からのトラッキングエラー信号およびフォーカス
エラー信号に基づきトラッキングサーボ信号およびフォーカスサーボ信号を生成し、これ
をサーボ機構１６に供給する。また、クロック信号生成回路１３からのクロックに基づき
、ディスク回転制御信号を生成し、これをスピンドルモータ１７に供給する。サーボ機構
は、サーボ回路１５からのサーボ信号に応じてピックアップ７内の対物レンズをフォーカ
ス方向およびトラッキング方向に変位させ、これにより、ピックアップ７からのレーザ光
をトラック上に収束・追従させる。
【００１４】
図１１に、ＭＤ装置において、記録・再生動作に先立って実行される処理のフローチャー
トを示す。
【００１５】
ＭＤカートリッジがＭＤ装置に装着されると（Ｓ４０１）、ピックアップ７がディスクの
最内周位置、すなわちＴＯＣ領域に移動され（Ｓ４０２）、フォーカス試行（Ｓ４０３）
とトラッキング調整（Ｓ４０４）が実行される。ここで、フォーカス試行とトラッキング
調整の何れかがエラーとなると、ＭＤカートリッジがイジェクトされ、処理が終了する。
他方、フォーカス試行とトラッキング調整の両方が良好であれば、ＴＯＣ領域からＴＯＣ
情報が読み出され、これがＭＤ装置内のメモリ（図２では省略）に記憶される（Ｓ４０５
）。そして、ユーザの指示入力に応じて、記録または再生動作が実行される（Ｓ４０６）
。
【００１６】
【非特許文献】
電波新聞社発行「ＭＤのすべて」（平成１１年９月２０日　第２刷発行）
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
上記ＭＤにおいては、情報がデジタル化されて記録されているため、高音質を保持したま
ま容易にコピーを作成できる。そこでＭＤでは、かかるデジタルコピーを防止して著作者
の権利を適正に保護すべく、ＳＣＭＳ（Serial Copy Management System）が採用されて
おり、デジタルコピーは一世代のみに制限されるようになっている。ＳＣＭＳに関する情
報は、上記ＭＤのＵＴＯＣ領域に記録される。
【００１８】
しかしながら、ＳＣＭＳ情報は光磁気記録されているため、ＳＣＭＳ情報をも同時にコピ
ーすると、上記コピー制限は実効性のないものとなってしまう。たとえば、一世代のデジ
タルコピーが可能な状態にＳＣＭＳ情報が設定されている場合に、ＵＴＯＣ情報をも含め
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て記録情報が他のＭＤにコピーされると、そのコピーＭＤを使ってさらにコピーを生成す
ることが許容されるようになる。さらに、コピーＭＤのＵＴＯＣ情報をも含めて記録情報
を他のＭＤにコピーするようにすれば、無限にコピーＭＤの作成を繰り返すことができる
ようになる。
【００１９】
かかる問題は、コピーされ得ない情報によってコピー防止管理を実行することにより防止
できる。
【００２０】
たとえば、ＭＤのＴＯＣ領域にプリピットによって個々のＭＤに固有な情報、すなわちデ
ィスク識別情報（メディアＩＤ）を記録しておく方法が考えられる。このように記録した
メディアＩＤによって記録情報を暗号化して記録し、再生時にはメディアＩＤによって読
み取りデータの暗号化を解くようにすれば、ＭＤ上の記録情報は、そのＭＤを再生装置に
装着した状態、すなわち再生装置にてメディアＩＤを取得できる状態でなければ再生でき
ないようになる。
【００２１】
しかしながら、かかるディスクを既存のＭＤ装置にて再生すると、暗号化された記録情報
がそのまま再生されるため、異音の発生等、好ましくない再生が実行されてしまう。これ
は、記録についても同様で、上記ディスクを既存のＭＤ装置にて記録すると、メディアＩ
Ｄにて暗号化されずに記録情報がそのままディスク上に記録されてしまう。このように記
録された情報を上記ディスクに対応した再生装置にて再生すると、暗号化されていないに
も拘わらず、読み取り情報の暗号化を解く処理が実行され、その結果、異音の発生等、好
ましくない再生が実行されてしまう。
【００２２】
そこで、本発明は、第一義的には、著作権保護の徹底を図りながら、既存装置によっても
不都合な記録および／もしくは再生動作が起こり得ないような記録媒体およびその記録・
再生装置を提供することを課題とする。
【００２３】
また、さらに包括的には、著作権保護の徹底のみならず、その他の目的から所定の情報を
改変され得ない状態にて予め記録する際に、既存装置によっても不都合な記録および／も
しくは再生動作が起こり得ないような記録媒体およびその記録・再生装置を提供すること
を課題とする。
【００２４】
【課題を解決するための手段】
上記課題に鑑み本発明は、それぞれ以下の特徴を有する。
【００２５】
　請求項１の発明は、既存の記録再生装置によって記録もしくは再生動作の開始に先立っ
て読み取られる領域に、既存の記録再生装置では読み取りエラーとなる形態にて、当該記
録媒体を識別するための情報が記録されている記録媒体に、情報を記録または再生する記
録再生装置であって、前記識別情報の記録形態に応じて前記識別情報を読み取る第１の読
み取り手段と、読み取った識別情報によって記録情報を暗号化する暗号化手段と、暗号化
した前記記録情報を当該記録媒体の記録領域に記録する記録手段と、前記記録もしくは再
生動作の開始に先立って読み取られる領域に前記識別情報が記録されているか否かを判別
する判別手段と、当該領域を既存の記録再生装置と同様の方式にて読み取る第２の読み取
り手段と、前記判別手段によって前記識別情報が記録されていないと判別されると、当該
領域を前記第２の読み取り手段によって読み取るように切り替える切り替え手段と、を有
することを特徴とする。
【００２６】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の記録再生装置において、前記判別手段によって前
記識別情報が記録されていないと判別されると、前記暗号化手段によって暗号化せずに記
録媒体に記録情報を記録する、ことを特徴とする。
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【００２７】
　請求項３の発明は、請求項２または請求項３の記載の記録再生装置において、前記記録
情報が記録される領域から記録情報を読み取る第３の読み取り手段と、前記第１の読み取
り手段によって読み取られた識別情報によって、前記第３の読み取り手段から読み取られ
た記録情報の暗号化を解く復号化手段と、さらに有することを特徴とする。
【００３５】
上記請求項に記載の発明によれば、記録媒体の識別情報あるいはその他の情報は、既存の
記録再生装置によって記録もしくは再生動作の開始に先立って読み取られる領域に、既存
の記録再生装置では読み取りエラーとなる形態にて記録されているため、当該記録媒体を
既存の記録再生装置で記録・再生しても、記録再生動作に先立って、たとえばディスクエ
ラーとしてディスクがイジェクトされるようになり、よって、不都合な記録・再生動作が
実行されることはない。
【００３７】
本発明の特徴は、以下に示す実施の形態の説明により更に明らかとなろう。
【００３８】
ただし、以下の実施の形態は、あくまでも、本発明の一つの実施形態であって、本発明な
いし各構成要件の用語の意義は、以下の実施の形態に記載されたものに制限されるもので
はない。
【００３９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態につき図面を参照して説明する。
【００４０】
まず、図１に実施の形態に係るＭＤディスクの構造を示す。図示の如く、当該ＭＤディス
クでは、上記図９に示す既存ＭＤのＴＯＣ領域にメディアＩＤ領域が配され、その外周側
にＴＯＣ領域が配されている。ＴＯＣ領域、ＵＴＯＣ領域、レコーダブル領域の構成は、
上記図９に示す既存ＭＤと同様である。
【００４１】
メディアＩＤ領域には、ディスク中心から放射状に溝が形成されており、この溝の幅およ
び溝間の幅によって、メディアＩＤが記録されている。それぞれの溝は、ＴＯＣ領域の膜
構造を高出力レーザで焼き切って形成されている。また、溝間の部分は、ＴＯＣ領域の膜
構造（プリピット以外の部分）と同様の膜構造となっている。それぞれの溝は、周方向に
見たときの前エッジと後ろエッジがディスクの径方向となるように形成されている。よっ
て、それぞれの溝は、内周側よりも外周側の方が幅広となっている。
【００４２】
かかる構造を有するＭＤディスクは、既存のＭＤと同様、ＭＤカートリッジに内蔵されて
いる。このＭＤカートリッジには、内蔵されたＭＤディスクが既存のＭＤディスクとは相
違することを示すホールが形成されている。その他の構成ないし外形寸法は、既存のＭＤ
カートリッジと同様である。
【００４３】
なお、上記溝間の幅を一定とし溝の幅のみを可変としてメディアＩＤを記録するようにし
ても良い。逆に、溝の幅を一定とし溝間の幅のみを可変としてメディアＩＤを記録するよ
うにしても良い。
【００４４】
図２に、上記実施の形態に係るＭＤ（以下、「著作権保護ＭＤ」と称す）に対し情報を記
録・再生するＭＤ装置の構成を示す。
【００４５】
当該ＭＤ装置は、図１０に示した既存のＭＤ装置に比べ、エンコーダ２１とデコーダ２２
の構成が相違している。また、メディアＩＤ検出回路２３、ホール検出回路２４およびコ
ントローラ２５が新たに追加されている。
【００４６】
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エンコーダ２１は、装置に装着されたＭＤが著作権保護ＭＤである場合には、当該ＭＤの
メディアＩＤに基づいて記録情報を暗号化した後ＥＣＣエンコード処理を実行する。また
、装着されたＭＤが図９に示す既存のＭＤである場合には、記録データに暗号化を施さず
に、そのままＥＣＣ処理のみを実行する。
【００４７】
図３に、エンコーダ２１の構成を示す。エンコーダ２１は、ＥＣＣエンコード回路２１１
、セレクタ２１２、２１４およびエンクリプト回路２１３により構成されている。
【００４８】
エンクリプト回路２１３は、後述の如くしてＭＤディスクから読み取られたメディアＩＤ
に基づいて記録データを暗号化する。暗号化の手法は、メディアＩＤを用いた畳み込み処
理等、周知の種々の手法を用いることができる。セレクタ２１２および２１４は、コント
ローラ２５からのセレクトデータに応じて伝送路を選択的に切り替える。すなわち、装着
されたＭＤが著作権保護ＭＤである場合には、エンクリプト回路２１３側の伝送路を選択
し、装着されたＭＤが既存のＭＤである場合には、他方側の伝送路を選択する。
【００４９】
図２に戻り、デコーダ２２は、装着されたＭＤが著作権保護ＭＤである場合には、ＥＣＣ
デコード処理を実行した後、データの暗号化を当該ＭＤのメディアＩＤに基づいて解き、
また、装着されたＭＤが既存のＭＤである場合には、ＥＣＣデコード処理したデータを、
そのまま再生回路１２に出力する。
【００５０】
図４に、デコーダ２２の構成を示す。デコーダ２２は、ＥＣＣデコード回路２２１、セレ
クタ２２２、２２４およびデエンクリプト回路２２３により構成されている。
【００５１】
デエンクリプト回路２２３は、後述の如くしてＭＤディスクから読み取られたメディアＩ
Ｄに基づいて読み取りデータの暗号化を解く。セレクタ２２２および２２４は、コントロ
ーラ２５からのセレクトデータに応じて伝送路を選択的に切り替える。すなわち、装着さ
れたＭＤが著作権保護ＭＤである場合には、デエンクリプト回路２２３側の伝送路を選択
し、装着されたＭＤが既存のＭＤである場合には、他方側の伝送路を選択する。
【００５２】
図２に戻り、メディアＩＤ検出回路２３は、再生信号増幅回路８からのメディアＩＤ信号
に基づいてメディアＩＤデータを再生し、これをコントローラ２５に出力する。ホール検
出回路２４は、フォトカプラまたはメカニカルスイッチ等により、ＭＤカートリッジに形
成された上記メディア識別用のホールを検出し、検出結果をコントローラ２５に出力する
。コントローラ２５は、ホール検出回路２４からの検出結果に応じて、装着されたＭＤが
図１に示された著作権保護ＭＤであるのか図９に示された既存のＭＤであるのかを判別し
、判別結果に応じて、エンコーダ２１およびデコーダ２２に、上記セレクトデータとメデ
ィアＩＤデータを供給する。
【００５３】
図５に、光検出器７２と再生信号増幅回路８の構成例を示す。
【００５４】
光検出器７２は、６つの検出領域Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆを備える。ここで、図中のＤＲ
１はディスクのトラック方向、ＤＲ２はディスクのトラッキング方向を示している。また
、図５の構成例は、ワンビームプッシュプル法および非点収差法にてトラッキングエラー
信号およびフォーカスエラー信号を生成する場合の構成例を示すものである。なお、ワン
ビームプッシュプル法および非点収差法を実現するための光学系の構成は、従来周知であ
るので、ここでは説明を省略する。
【００５５】
オンフォーカスおよびオントラックの状態にあるとき、ディスクからの反射ビームは４分
割された状態で、それぞれ光検出器７２の領域Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに均等に照射される。また
、領域Ｅと領域Ｆには、光ピックアップ７内のウォラストンプリズム（図示せず）により
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偏光面の異なる２つのビームに光路分割された反射ビームがそれぞれ照射される。
【００５６】
再生信号増幅回路８は、加算回路８１、８３、８４、８５、８６と減算回路８２、８７、
８８から構成される。
【００５７】
上記レコーダブル領域（光磁気記録）を走査したときの再生ＲＦ信号は、領域ＥとＦの出
力信号を減算回路８２により減算することにより生成される。ＴＯＣ領域（プリピット）
を走査したときの再生ＲＦ信号は、領域ＥとＦの出力信号を加算回路８１により加算する
ことにより生成される。また、メディアＩＤ領域（放射状溝）を走査したときの再生ＲＦ
信号は、ＴＯＣ領域を走査したときと同様、領域ＥとＦの出力信号を加算回路８１により
加算することにより生成される。
【００５８】
トラッキングエラー信号は、領域Ａと領域Ｂからの出力信号を加算回路８３にて加算した
信号と、領域Ｃと領域Ｄからの出力信号を加算回路８４にて加算した信号とを減算回路８
７にて減算することにより生成される。また、フォーカスエラー信号は、領域Ａと領域Ｄ
からの出力信号を加算回路８５にて加算した信号と、領域Ｂと領域Ｃからの出力信号を加
算回路８６にて加算した信号とを減算回路８８にて減算することにより生成される。
【００５９】
図６に、当該ＭＤ装置において、記録・再生動作に先立って実行される処理のフローチャ
ートを示す。
【００６０】
ＭＤカートリッジがＭＤ装置に装着されると（Ｓ１０１）、まず、ホール検出回路２４に
よって上記メディア識別用ホールが検出されたか否かが判別される（Ｓ１０２）。ここで
、ホールが検出されたと判別されると、装着されたＭＤは著作権保護ＭＤであると認識さ
れ、ピックアップ７がディスクの最内周位置、すなわちメディアＩＤ領域に移動される（
Ｓ１０３）。そして、フォーカス試行が実行され、良好に焦点調整がなされると（Ｓ１０
４）、ディスク回転速度がメディアＩＤ読み取り用の速度（角速度一定）に設定され（Ｓ
１０５）、トラッキング調整を掛けることなく、メディアＩＤ領域の読み取りが実行され
る。これにより、メディアＩＤ検出回路２３にてメディアＩＤデータが再生され、これが
コントローラ２５内のメモリに格納される（Ｓ１０６）。
【００６１】
しかる後、ピックアップ７がＴＯＣ領域に移動され（Ｓ１０７）、トラッキング調整が実
行される（Ｓ１０８）。そして、トラッキング調整が良好になされると、ＴＯＣデータの
読み取り再生が実行される。再生されたＴＯＣデータは、コントローラ２５内のメモリに
格納される（Ｓ１０９）。しかる後、ユーザから記録または再生の指示入力がなされると
、当該指示に応じて、記録または再生動作が実行される（Ｓ１１０）。
【００６２】
上記Ｓ１０２にてホールが検出されなかったと判別されると、装着されたＭＤは既存のＭ
Ｄであると認識され、ピックアップ７がディスクの最内周位置、すなわちＴＯＣ領域に移
動される（Ｓ１１２）。そして、フォーカス試行が実行され、良好に焦点調整がなされる
と（Ｓ１１３）、トラッキング調整が実行される（Ｓ１０８）。そして、トラッキング調
整が良好になされると、ＴＯＣデータの読み取り再生が実行される。再生されたＴＯＣデ
ータは、コントローラ２５内のメモリに格納される（Ｓ１０９）。
【００６３】
なお、上記において、フォーカス調整（Ｓ１０４、Ｓ１１３）またはトラッキング調整（
Ｓ１０８）の何れかがエラーとなった場合には、ＭＤカートリッジがイジェクトされ、処
理が終了する（Ｓ１１１）。また、ＴＯＣ情報がコントローラ２５内に記憶された後、引
き続き、ＵＴＯＣデータの再生が実行される。再生されたＵＴＯＣデータは、コントロー
ラ２５内のメモリに格納される。
【００６４】
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図７に、再生動作時の処理フローチャートを示す。
【００６５】
所定の曲の再生指令が入力されると、当該曲の開始位置にピックアップ７が移動され、読
み取り動作が開始される（Ｓ２０１）。かかる読み取り動作により、再生信号増幅回路８
から再生ＲＦ信号が出力され、これが波形整形回路９を介して復号回路１０に供給される
。復号回路１０は受け取ったＲＦ信号を順次復号し、読み取りデータを生成出力する（Ｓ
２０２）。
【００６６】
上記図６の処理において、当該ＭＤ装置に装着されたＭＤが著作権保護ＭＤであると判別
されている場合（Ｓ２０３のＹＥＳ）、デコーダ２２は、復号回路１０からの読み取りデ
ータに対してデエンクリプト処理（暗号化を解く処理）を実行し（Ｓ２０４）、さらにデ
エンクリプト後のデータにＥＣＣデコード処理を実行して再生回路１２に供給する（Ｓ２
０５）。再生回路１２は受け取った再生データにＤＡ変換等の処理を施し、これをスピー
カに供給する。これにより、ユーザにより指定された曲がスピーカから出力される。
【００６７】
他方、上記図６の処理において、当該ＭＤ装置に装着されたＭＤが既存のＭＤであると判
別されている場合（Ｓ２０３のＮＯ）、デコーダ２２は、復号回路１０からの読み取りデ
ータに対してＥＣＣデコード処理のみを実行し、これを再生回路１２に供給する（Ｓ２０
５）。これにより、暗号化されていない状態で記録された既存ＭＤの曲が再生出力される
。
【００６８】
かかる再生動作は、ユーザ指定の曲の再生が全て終了するまで実行される（Ｓ２０６）。
指定曲の再生が終了すると、ＭＤ装置は、次の再生指令または記録指令、あるいはＭＤが
イジェクトされるまで、待機モードに設定される。
【００６９】
図８に、記録動作時の処理フローチャートを示す。
【００７０】
ＭＤ装置に記録指令が入力されると、コントローラ２５に記憶されたＵＴＯＣデータが参
照され、空き領域の先頭アドレスが取得される。そして、かかる先頭アドレスの位置にピ
ックアップ７が移動され（Ｓ３０１）、順次、記録データの書き込み処理が実行される。
【００７１】
上記図６の処理において、当該ＭＤ装置に装着されたＭＤが著作権保護ＭＤであると判別
されている場合（Ｓ３０２のＹＥＳ）、エンコーダ２１は、記録データに対してＥＣＣエ
ンコード処理を実行し、さらにエンクリプト処理（暗号化処理）を実行して（Ｓ３０３）
、これを変調回路２に供給する。変調回路２は受け取った記録データに変調処理を施し（
Ｓ３０４）、これを駆動信号生成回路３に供給する。これにより、記録データが暗号化さ
れた状態でＭＤディスクの空き領域に順次記録される（Ｓ３０５）。
【００７２】
他方、上記図６の処理において、当該ＭＤ装置に装着されたＭＤが著作権保護ＭＤでない
と判別されている場合（Ｓ３０２のＮＯ）、エンコーダ２１は、記録データに対してＥＣ
Ｃエンコード処理のみを実行し（Ｓ３０７）、これを変調回路２に供給する。変調回路２
は受け取った記録データに変調処理を施し（Ｓ３０４）、これを駆動信号生成回路３に供
給する。これにより、記録データが暗号化されない状態でＭＤディスクの空き領域に順次
記録される（Ｓ３０５）。
【００７３】
かかる記録動作は、記録データが終了するまで実行される（Ｓ３０６）。指定曲の再生が
終了すると、ＭＤ装置は、次の記録指令または再生指令、あるいはＭＤがイジェクトされ
るまで、待機モードに設定される。
【００７４】
次に、上記著作権保護ＭＤが図１０に示す既存のＭＤ装置に装着された場合の動作につい
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て、図１１を参照して説明する。
【００７５】
著作権保護ＭＤが当該ＭＤ装置に装着されると（Ｓ４０１）、ピックアップ７が最内周位
置、すなわちメディアＩＤ領域に移動される（Ｓ４０２）。しかる後、フォーカス試行（
Ｓ４０３）とトラッキング調整（Ｓ４０４）が実行される。
【００７６】
上記の如く、著作権保護ＭＤのメディアＩＤ領域は、既存のＭＤのＴＯＣ領域と同様の膜
構造を有しているため、Ｓ４０３におけるフォーカス試行の判定は、通常、良好であると
判定される。しかしながら、当該メディアＩＤ領域には、トラック状のプリピットは形成
されておらず、これに代えて、放射状溝が形成されているため、トラッキングが掛からず
、よって、Ｓ４０４におけるトラッキング調整の判定は必ずエラーと判定される。これに
より、著作権保護ＭＤは、記録・再生動作に移行する前に、当該ＭＤ装置からイジェクト
される。よって、当該ＭＤに対する不都合な記録再生が実行されることはない。
【００７７】
以上、本実施の形態に係る著作権保護ＭＤおよびＭＤ装置によれば、ＭＤディスクに固有
のメディアＩＤを溝形状によって予め記録しておき、記録データをこのメディアＩＤによ
って暗号化した後、ＭＤディスク上に記録するものであるから、たとえＵＴＯＣデータと
共に記録データを他のＭＤにコピーしたとしても、コピー後の記録データの暗号化を解く
ことができず、よって、従来のＳＣＭＳによる制限に比べ、デジタルコピーの禁止をより
徹底させることができる。
【００７８】
また、メディアＩＤの記録位置を、既存のＭＤ装置にて記録再生動作に先立って読み取ら
れるＴＯＣ領域とすることにより、実施の形態に係る著作権保護ＭＤを既存のＭＤに装着
した場合には、当該ＭＤが、記録再生動作前のＴＯＣ読み取り動作にて必ずイジェクトさ
れるようになり、よって、当該著作権保護ＭＤに対し既存のＭＤ装置にて不都合な記録・
再生が実行されることを回避できる。
【００７９】
このように、上記実施の形態によれば、著作権保護の徹底と、既存ＭＤ装置との間の不都
合性を同時に解決できる。
【００８０】
なお、本発明は、上記実施の形態に限定されるものではなく、他に種々の変更が可能であ
ることは言うまでもない。
【００８１】
たとえば、上記実施の形態では、メディアＩＤ領域に放射状の溝を形成し、これによりメ
ディアＩＤを記録するようにしたが、これ以外の形態にてメディアＩＤを記録するように
しても良い。一例として、メディアＩＤ領域の反射率を既存ＭＤのＴＯＣ領域の反射率よ
りも低く設定し、ここにプリピットにてメディアＩＤを記録するようにしても良い。この
ように構成すれば、既存のＭＤ装置では反射光強度不足によりメディアＩＤ領域の再生が
不能となり、その結果、ＭＤがイジェクトされる。かかるＭＤからメディアＩＤを読み出
すためのＭＤ装置においては、メディアＩＤ領域を読み出す際のゲインを調整して、十分
な強度の再生ＲＦ信号を生成する必要がある。
【００８２】
また、メディアＩＤ領域に記録するデータは、メディアＩＤのみならず、その他のデータ
を併せて記録するようにしても良い。また、上記実施の形態は、著作権保護を念頭におい
たものであったが、著作権保護以外の目的から実施例を構成する場合には、上記メディア
ＩＤ領域に対応する領域に、メディアＩＤ以外の情報を記録するようにすれば良い。かか
る場合、当該情報を上記の如き放射状溝にて記録しておけば、既存のＭＤ装置では記録再
生動作に移行する前に当該ＭＤがイジェクトされるため、当該ＭＤに既存のＭＤ装置によ
って、不適切な記録・再生が実行されることを回避できるようになる。
【００８３】
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ＤＶＤやＣＤ－Ｒ等、その他の記録媒体にも適用できるものである。また、記録されるデ
ータも、オーディオデータに限らず、ビデオ、静止画等、その他のデータとすることも、
勿論可能である。
【００８４】
本発明の実施の形態は、本発明の技術的思想の範囲内において、適宜、種々の変更が可能
である。
【００８５】
【発明の効果】
本発明によれば、既存の記録再生装置によって記録もしくは再生動作の開始に先立って読
み取られる領域に、既存の記録再生装置では読み取りエラーとなる形態にて所定の情報を
記録したものであるから、当該所定の情報を追加することによる著作権保護等のための特
別な制御を実現しながら、当該情報の追加に起因した既存装置による不都合な記録再生動
作を、記録再生動作に先立った読み取り動作時のイジェクト処理等によって回避すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施の形態に係るＭＤディスクの構成を示す図
【図２】　実施の形態に係るＭＤ装置の構成を示す図
【図３】　実施の形態に係るエンコーダの構成を示す図
【図４】　実施の形態に係るデコーダの構成を示す図
【図５】　実施の形態に係る光検出器と再生信号増幅回路の構成を示す図
【図６】　実施の形態に係る記録再生動作前の処理を示すフローチャート
【図７】　実施の形態に係る再生動作を示すフローチャート
【図８】　実施の形態に係る記録動作を示すフローチャート
【図９】　既存のＭＤディスクの構成を示す図
【図１０】既存のＭＤ装置の構成を示す図
【図１１】既存のＭＤ装置における記録再生動作前の処理フローチャート
【符号の説明】
２　変調回路
３　駆動信号生成回路
４　磁気ヘッド駆動回路
５　磁気ヘッド
６　レーザ駆動回路
７　ピックアップ
８　再生信号増幅回路
９　波形整形回路
１０　復号回路
１２　再生回路
２１　エンコーダ
２２　デコーダ
２３　メディアＩＤ検出回路
２４　ホール検出回路
２５　コントローラ



(11) JP 4131660 B2 2008.8.13

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】
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